
DXによる学習者本位の学修の実現に向け
た指標 アウトプット指標
【アウトプット指標】

外部アセスメントテスト（PROG）により、以下の指標を可視化。

学期始期のオリエンテーション時の修学指導、全学SD報告会での教
職員に可視化を通して、教育プログラムの改善に役立てる。

① リテラシーの伸長度（1年次→3年次） 目標：判定レベルの上昇

〇情報収集力 〇情報分析力 〇課題発見力 〇構想力

〇言語処理能力 〇非言語処理能力

② コンピテンシーの伸長度（1年次→3年次）目標：伸長度の上昇

〇対人基礎力 〇対自己基礎力 〇対課題基礎力



アウトプット指標の把握①リテラシー伸長度（2023年度）



アウトプット指標の把握①リテラシー伸長度（2023年度）



アウトプット指標の把握①リテラシー伸長度（2023年度）



アウトプット指標②コンピテンシー伸長度（2023年度）

外国語学科



アウトプット指標②コンピテンシー伸長度（2023年度）

経済政策学科



アウトプット指標②コンピテンシー伸長度（2023
年度）

社会福祉学科



DXによる学習者本位の学修の実現に向け
た指標 アウトカム指標
【アウトカム指標】

学生実態調査により、以下の指標を把握

① 1週間の学修量：目標 予習・復習など授業に関する授業外学
習0時間を0％に

② 主体的学びの実感：「主体的学びが身についた」90％以上に

③ 成長実感：「とても思う」「まあ思う」計90％以上に



アウトカム指標①1週間の学修量（授業
に関する学修）2023年度



アウトカム指標② 1週間の学修量（自
主的な学修）2023年度



アウトカム指標の把握③主体的学び実感
2023年度



アウトカム指標④成長実感 2023年度


